


やちょ ん精 こ あり！？ 
11 月 3 日、恒例の「やちょかんまつり」が行われました。今年は本拠地の「やちょ

かん」こと野鳥観察舎が休館中で、実施そのものも危ぶまれましたが、秋晴れの下、 
多くの方でにぎわいました。観察舎の中が使えないので、規模は縮小せざるを得ませ

んでしたが、地元産物・グッズ販売、カフェ、鳥のマスコット色ぬりや木の実をつか

った「野ゲーキ」、展示。カワオとカワエも大活躍。本当に多くの方々にご協力いた

だきました。 
今年は、スタッフ側でも、満足度が高かったようです。例年以上に多くの会員やボ

ランティアが駆け付けてくださったからですが、それだけではなかったと思います。

ある意味、観察舎休館からくる「危機感」のようなものが、観察舎でのお祭りがはじ

まった当初の緊張感を生じたように思います。 
皆さん、本当にありがとうございました。（清水 大悟） 

 
 

すずがも通信が新しくなります。 
カラーページを導入します。乞  

 
新年より、すずがも通信がリニューアル。ページ数はコンパクトになりますが、 

その分、カラーを使った色鮮やかな誌面で、行徳の自然の魅力や会の活動を、香り豊

かにお届けしていきます。どうぞご期待ください。なお、発行は偶数月の中旬となり

ます。従来と半月ほどずれます。ご了承ください。（編集部） 
 
 

 
真っ赤に色づいたトキワサンザシ 北国からアシ原に飛来するオオジュリン 

 
行徳野鳥観察舎友の会「すずがも通信」 ２２１－２



この 1年のあいだに 

 

昨年行徳野鳥観察舎が 12 月 27 日から無期限休館して以来、1年がたとうとして

います。 

緊急の打合せを重ね、会員の皆様に告知し、観察舎の必要性を要望書として提出

し、パブリックコメントで意見を出し・・・けれど公から委託を受けてきた会とし

ての立場を考え、我々の「感情」をすべて行動に移したわけではありませんでした。 

その間、全国の多くの方々がそれぞれの立場で観察舎を応援してくださいました。 

複数の団体のみなさんが、観察舎の再生に関する要望や署名等の活動を実施し、

地元の「行徳野鳥観察舎を愛する者一同」が得た署名数は 2万に届こうかという数

になっています。 

観察舎の「跡地」利用は、県と市が「協議する」となっているものの、残念なが

ら、いまのところ前向きな情報は公表されていません。何らかの進展が、望むらく

は良い方向の進展があることを祈っています。（清水 大悟） 

 

 

 

彪 メモリアルクル ジングの 案内   

長い間、観察舎と保護区の活動を牽引して来た故蓮尾嘉彪さんの記念イヴェントのご案内を、 

蓮尾純子さんよりいただきました（編集部） 

 

来年は夫蓮尾嘉彪没後満９年、10 回忌にあたります。嘉彪の誕生日・告別式・翌年散骨 

であった１月 29 日を記念して、毎年嘉彪記念日ということで飲み会をやってきました。 

ちょうど来年は日曜日にあたることでもあり、散骨の時と同じコース・同じ船でのメモリ 

アルクルージングを予定しています。 

１月 29 日（日）午前 10 時～（おおむね 12 時ごろに解散） 雨天でもやります。 

横浜港象の鼻パーク（大桟橋陸側） フェニックスクイーン号乗船 

http://www.city.yokohama.lg.jp/kowan/guide/gaiyou/zounohana/ 

参加費 3000 円  申込 口頭・電話・メール等で蓮尾純子まで（１月 15 日締切を目途） 

       

 ９年前の散骨時は雨まじりの曇天で、東京湾観音は見えませんでしたが、湾の中央あたり

で２万羽を軽くこえるスズガモの大群の中を突っ切ることになりました。もう一度船に乗っ

て散骨場所まで行ってみたいと思っていました。船は５０名まで乗船できますので、多くの

方のご参加をお待ちしております。 



  寒 ~常勤スタッフによる保護区・観察舎情報~ 

 
雨が多く蒸し暑かった夏後半から涼しくなったと思う間もなく、過ごしやすい

秋の陽気は短く一気に寒くなってきました。気候の変化が速くなっているように

感じるこの頃です。 
○保護区 
草の伸びも止まって観察路の草刈りは一段落。夏の竹内ヶ原の管理作業は結局

重機作業はほとんどできずに時間切れ。毎冬行っている浄化池の管理作業は今回

４系列を行う予定で水を止め干上げ中。今年は三島池の汽水化実験による造成作

業も予定しており、できれば上流側の百合池も手を入れたい所ですが、重機が入

れるくらい地面が乾くかは未知数。 
湊池棚田の稲はスズメにも食べられず(今年は群れを全然見かけません)順調に

実り、9・10 月のボランティアデーで稲刈りをしています。やちょかん祭りで脱

穀し、わらは年末恒例のしめ飾りづくり等で使います。 
カワウコロニーはコントロール区間や営巣やぐらの手入れを行っています。千

鳥橋(ユニディ)側の住宅地に近い側にカワウが集まらないよう海側の枝を切り、

空間にいくつかバルーンを上げてみました。今のところ抑制効果はある様子。ね

ぐらにはなっていても営巣にはあまり使われていないやぐらは、枝やかごなど取

り付けて巣をかけやすいように改良してみています。 
鳥の方は今年も猛禽天国(既に 8 種確認)。やちょかん祭り当日も 4 種飛んでい

ました。それに伴い保護区内のあちこちでカモやオオバンなどの食痕が見られ、

変わったところではカンムリカイツブリも。オオタカの仕業でしょうがどうやっ

て捕まえたのか？海面それとも飛んでいるところを襲われた？ 
カモ類は一通りいるものの日中は多くありませんが、センサーカメラの記録な

どを見ると夜には浄化池などに結構な数が集まっているようです。シギ・チドリ

類では渡り期にセイタカシギ・クサシギが浄化池等に入っていたのと、最近では 
 
 
 
 
 
 

行徳野鳥観察舎友の会「すずがも通信」 ２２１－４ 



 
アオアシシギやタシギ、珍しいところではオオハシシギが 10 月中旬以降見られ

ています。小鳥類はモズやジョウビタキ、アオジなど冬の代表的な種類が目立っ

てきましたがツグミはまだ少ないです。浄化池の水車周りではハクセキレイとセ

グロセキレイがほぼ居ついている模様。11 月上旬にはウソが見られたとか。ウソ

は年によって群れで冬中見られたり全くいなかったりと波のある種類ですが今

年は当たるでしょうか。 
 
○そのほか 

観察舎動向は進展なし。今秋は東京湾大感謝祭・JBF・東京湾海洋環境シンポ

ジウム等色々と行徳を紹介する機会がありました。やちょかん祭りは晴天の下盛

況のうちに終了。12 月は標識協会大会(23・24 日)、しめ飾り作り(25 日)、1 月

には CCC(カワウカウント調査)を企画中。詳細は観察舎までお問い合わせくださ

い 
 

文 ： 野 長 瀬 ・ 山 口 友 の 会 Facebook も よ ろ し く

https://www.facebook.com/npoFGBO 
 

オオハシシギ(10 月 12 日) 

 

新入会員 どうぞよろしくお願いいたします！ 

２２１－５ 行徳野鳥観察舎友の会「すずがも通信」 







No
.

科名 種名 9/3 9/10 9/18 9/24 10/2 10/8 10/15 10/23 10/29

1 オカヨシガモ ○

2 ヒドリガモ ○ ○ ○

3 マガモ ○ ○

4 カルガモ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 ハシビロガモ ○ ○ ○

6 オナガガモ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 コガモ ○ ○ ○ ○ ○

8 ホシハジロ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 キンクロハジロ ○ ○ ○ ○

10 スズガモ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 カイツブリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 カンムリカイツブリ ○ ○ ○

13 ハジロカイツブリ ○ ○ ○

14  ハト科 キジバト ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15  ウ科 カワウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 ゴイサギ ○ ○ ○ ○ ○

17 アマサギ ○

18 アオサギ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19 ダイサギ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 チュウサギ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21 コサギ ○ ○ ○

22 クイナ ○

23 バン ○ ○

24 オオバン ○ ○ ○

25  ヨタカ科 ヨタカ ○

26  アマツバメ科 アマツバメ ○

27 タシギ ○

28 アオアシシギ ○

29 クサシギ ○ ○

30 イソシギ ○ ○ ○ ○

 カモ科

 カイツブリ科

 サギ科

 クイナ科

 シギ科

月 区の 川上正敬

2016年9月から10月の保護区鳥類調査の結果です。この二ヶ月で66種を記録しました。この

時期は夏鳥、旅鳥、冬鳥が記録されたため種数がとても多くなりました。冬鳥の渡来時期や

個体数の増減はほぼ例年通りの様子です。

《今季のトピックス》

１．夏鳥のオオヨシキリ、ツバメは9月初旬、チュウサギは10月初旬まで見られました。

２．シギ科やヒタキ科などの旅鳥が保護区を通過していきます。14年ぶりとなるヨタカが見

られました。

３．10月中旬になると冬鳥の代表であるカモ科、タカ科や、ホオジロ科などの小鳥類がほぼ

顔をそろえます。スズガモは一時1000羽を越えましたが、10月末には300羽ほどに減りました。

小鳥類の渡来時期もほぼ例年通りです。ジョウビタキ（初認10/16）、ウグイス、オオジュ

リン（初認10/19）、アオジ（初認10/20）。



31 ユリカモメ ○

32 ウミネコ ○

33 セグロカモメ ○ ○ ○ ○

34  ミサゴ科 ミサゴ ○ ○

35 トビ ○ ○

36 チュウヒ ○ ○

37 ハイタカ ○

38 オオタカ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

39 ノスリ ○

40  カワセミ科 カワセミ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

41  キツツキ科 コゲラ ○

42  ハヤブサ科 チョウゲンボウ ○

43  モズ科 モズ ○ ○ ○ ○ ○

44 カケス ○ ○

45 オナガ ○ ○ ○ ○ ○

46 ハシボソガラス ○ ○ ○ ○

47 ハシブトガラス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

48  シジュウカラ科 シジュウカラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

49  ツバメ科 ツバメ ○

50  ヒヨドリ科 ヒヨドリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

51  ウグイス科 ウグイス ○

52  メジロ科 メジロ ○ ○ ○ ○ ○ ○

53  ヨシキリ科 オオヨシキリ ○

54  セッカ科 セッカ ○ ○

55 ムクドリ ○ ○ ○ ○ ○ ○

56 コムクドリ ○

57 ジョウビタキ ○

58 サメビタキ ○

59 キビタキ ○ ○ ○

60  スズメ科 スズメ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

61 ハクセキレイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

62 セグロセキレイ ○ ○ ○

63  アトリ科 カワラヒワ ○ ○

64 アオジ ○ ○

65 オオジュリン ○ ○

66  ハト科（外来種ドバト ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28 22 21 23 21 30 30 39 42

 ムクドリ科

 ヒタキ科

 セキレイ科

 ホオジロ科

種数

 カモメ科

 タカ科

 カラス科



屋久島やまがら便り その４１ 終

途

屋久島に住んで、早７年余りが過ぎました。初めてこの島を訪れたのは１９９４年のこと。

結婚当初から将来はどこか海と山のきれいな田舎で暮らそうと話していた私たち夫婦。最

初はオーストラリアに移住って本気で考えていたのだけれど、３０歳になり、親に何かあっ

た時すぐ帰れないと困るし…等現実的になり始めた頃、そういえば屋久島ってどうよ？暖

かそうだし、海に囲まれて九州最高峰もある。海には珊瑚礁、沿岸には亜熱帯植物が咲き、

同時に山頂には雪が積もるってよ。なんだか日本列島をぎゅっと凝縮した感じでお得感あ

るよね！と急に思い立ち、まずは下見にと２週間前にツアーを予約して出かけたのが始ま

り。縄文杉など全く眼中にない、変わった旅行者でした。果たして飛行機の窓の外、晴れ

渡る空の下、幾重にも山が連なる緑の島が姿を現し、空港からとりあえず乗った路線バス

が横切った川の鬱蒼と木に覆われた景色が、新婚の頃行ったオーストラリアの

での最良の思い出を彷彿とさせ、河口の港からせいぜい１キ

ロ上流の安房川の水の信じられない清らかさに感動したその時から、よし、絶対ここに住

む！と心に決め、翌年 回目の訪問では既に物件巡りもしました。我ながら実に安易。以

降休暇が取れれば実家を飛び越して島へ出かけ、ミレニアムの年明けを馴染みのロッジ

の火鉢で鹿肉とスルメを炙りながら迎え、夏はロッジの横の川で泳ぎ、秋は山芋掘りに行き、

知人宅を巡ってお茶を飲んで過ごし、ほとんど帰省感覚になってしまった１５年の月日を

経て、ようやく自分たちにとって初めての家を建て島暮らしに一歩前進。知人からはよく思

い切ったねぇと言われるのですが、当の本人たちはやっとという感じでそれほど思い切れ

てもないし、まだまだ何もできていないなぁというのが本音。夫はいまだ東京と二重生活で

すし。たぶん住むこと自体は結構簡単。難しいのはいかに続けるかなのです。

幸いこれまでのところ、この選択は正解だったと思っています。離島ゆえの不便（なんで

も輸送費がかかり競争が少ないので物価が高い。「但し離島は除く」という言葉に泣くことも

しばしば）はありますが、私にとっては人が少なくて楽だし、却って欲しいものが手に入りや

すい便利な所だと思うこともあります。実際住んでみてびっくりしたことはいろいろ。以前テ

レビで鹿児島の博物館の『ブキミな生き物展』という企画の紹介をやっていたのですが、

「そんなん全部フツーに家におるやん」と思う自分がいて苦笑したり。２２年たってなお、驚

きと発見があり飽きません。屋久島ではこのところ新種のランの仲間が立て続けに発見され

ているんですよ。それを発見したプロの写真家さんはうちの２軒先のご主人。なんかすごい

でしょ。余談ですが、国内絶滅種のハシブトゴイが、９月に安房川上流沿いの林にいるの

をあるガイドさんが発見し、別のガイドさんが撮影に成功されてました！東南アジア辺りか

らこっそり訪れていたらしい珍客に、一部の人の間でひっそり盛り上がりました（笑）。この









保護区 秋の植物と昆虫たち 
 

 
ウラギク アケビ 
 

オオキノメイガ

 
ホソヒラタアブ キバラヘリカメムシ 



屋久島サシバの渡り調査 2016～サシバの川～ 
 

山口 誠 
 
こんにちは。スタッフの山口です。今年も屋久島でのサシバをメインとしたタカの渡り

調査を行ってきましたのでご報告いたします。 
屋久島は鹿児島県の佐多岬から南に約 60ｋｍにある周囲約 100 ㎞の島です。縄文杉を

はじめとする屋久杉や世界自然遺産として有名です。サシバはカラスより一回り小さい中型

のタカで、日本で繁殖し東南アジアで越冬しており春と秋には移動の為渡りをします。 
その際台湾や諸島伝いに移動していくので屋久島もそのルート上になるのです。こちらで

は秋の渡りに合わせて調査を行っています。 
今年の調査は 10 月 5 日～11 日の 7 日間。毎年どこかしらで台風に当たるのですが、

今回は行きがけに猛烈な台風 18 号に向かっていくことになりました。幸い飛行機は無事

飛んで屋久島には到着できたものの、調査初日の 5 日は台風の影響による雨のため調査は

できず。とはいえ、こういった場合は台風通過後天気の回復とともに一斉に渡ることが多

いのでそこに期待していたのですが、今回はそれが大当たりとなりました。 
翌 6 日、朝の段階で雨は上がったものの思ったより天気は回復せず曇り空でしたが断続的

に数十～数百羽の群れが渡っていくのが見られ 6 時から 13 時頃までの合計で約 3000 羽

になりました。例年 1 日で 1000 羽を超えれば当たりの方なのでこの時点でもかなりの大

当たりだったのですがこの日のメインはこれからでした。14 時を過ぎて雲も上がり晴れ

てきたもののしばらくはサシバの出現も少なく、今日はこのぐらいで終わりかと思ってい

たその時、東から今まで見たこともないようなサシバの大群が現れました。見渡せる場所

のどこにもサシバがいるような状況になり、観察しているすぐ近くで巨大なタカ柱をいく

つも作り西から南の海上へ渡っていきます。ものすごい数のサシバが気流に乗り同じ方向

へ滑空して流れていく様子はまるで川のようで圧巻でした。慌てて数えたもののカウンタ

ーを押すのが間に合わないほどで、結局この時は約 1 時間で 3000 羽以上が渡っていきま

した。 
この日は 6162 羽の渡りを観察しています。過去の記録で 8000 羽というのがあり、次 いで 

2 番目の記録ですがその時僕は見られなかったので個人的には最高記録となりました。 
今回はその後も大きな渡りが何度か見られ、調査期間中の渡りは 10000 羽を越え例年

に比べてもかなりの当たり年となりました。その一方調査期間後半は屋久島の天気は悪く

ないものの以南の天気がすぐれないこともあり、一部が南海上から島に戻って来たり島か

ら離れず右往左往していたりと若干迷走気味な様子も見られています。 
今回見られた光景はそうそう巡り合えるものではないですが、いつかまた見られたらい い

なと思いました。 
 
渡り期には各地で調査が行われており、その情報は 
「タカの渡り全国ネットワーク」 
http://www.gix.or.jp/~norik/hawknet/hawknet0.html 
HP 上で見ることができます。屋久島の情報もありますので興味のある方はご覧ください。 
 

          ２２１－１５        行徳野鳥観察舎友の会「すずがも通信」 



種名／月日・天気
0801

晴
0807

晴
0819

曇り
0825
晴

0828
曇り

0831
快晴

0904
曇り

0907
 晴

０９１２
曇り

０９１８
雨

0920
雨

0921
曇り

0928
曇り

0930
晴

スズガモ 3 1 3 3 3 3 3 3 3 7 1 1
キジバト 1 1 2 1 3 2 1 2 1
カワウ 1000 500 500 500 1339 2000 500 500 1000 500 4000 4000 3500 500
アオサギ 5 2 5 2 3 2 5 5 5 5 5 8 4 8
ダイサギ 6 5 10 5 21 12 22 20 21 26 21 51 22 29
コサギ 1 1 1 5 2 1 1 2 2 1 2 3 3
ダイゼン 1 52 63 21 44 50 40 54 46 50 61 65 59
ムナグロ 1 32
シロチドリ 2 10 4 14 11 9 25 15 25 23 15 45
メダイチドリ 80 60 9 5 8 25 11 5 11 14 1 1
オオメダイチドリ 3 2 1
ミヤコドリ 43 45 45 35 31 32 37 37 45 57 55 62 118 108
オオソリハシシギ 1 6 5 6 6 7 5 4 4 4 6 3 2
チュウシャクシギ 1 1 8 6 2 1 1 1 1 2
キアシシギ 1 20 35 42 8 12 8 5 3 1 4 4 3 3
ソリハシシギ 4 1 3 1 2 2 2
イソシギ 1 1 2 1 3 1 1
キョウジョシギ 2 55 32 29 25 20 15 13 6 6 8 2
オバシギ 3 1 1 1 5 6 5 6 5 6
コオバシギ 2 1
ミユビシギ 20 50 60 41 81 85 45 45 145 120 80 146 108
トウネン 3 15 12 13 34 10 15 5 3 11 14 5 9
ハマシギ 2 1 4 13 54 50 56 86 102
キリアイ 2 2 1 1 1
ユリカモメ 5 5 20
ウミネコ 600 600 950 400 1177 900 900 800 900 900 900 4000 900 900
セグロカモメ 1 1 2 1
オオセグロカモメ 20 20 20 20 9 30 10 10 10 10 10 10 10 10
コアジサシ 200 2000 2000 1200 8 1200 500
アジサシ 100 1 50 500 10 2 10 500
ミサゴ 1 1 1 1 2 1 1 3 1
チョウゲンボウ 1
ハヤブサ 1 1 1 1
モズ 1 2
オナガ 1 2 5 8
ハシボソガラス 1 1 2 2 2 1 1 1 2 4 2 2 2
ハシブトガラス、 4 5 5 5 2 5 5 2 5 10 5 5 5 10
シジュウカラ 1
ツバメ 20 10 10 10 10 10 30 5 5 3 2
ヒヨドリ 2 2 2 2 5 2 4 2
ウグイス
イソヒヨドリ 1
スズメ 30 30 30 40 30 40 110 30 30 100 50 50 100 60
ハクセキレイ 6 5 10 10 10 10 5 6 6 8 8 10 5
カワラヒワ 3 2
コチドリ 1 3 1
セッカ 1 2 2 2 2 3 2 1
ムクドリ 5 5 5 5 5 50 5 8 110
オオバン 1 1
ヒバリ 1 1
ヨーロッパトウネン 1 1 1
クロハラアジサシ 1
アオアシシギ 2
エリマキシギ 1
コチドリ 1 3
ハジロコチドり 1 1 1
ドバト 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 16

田久保 晴孝三番瀬カウント ２０１６ ８月 9月



身辺 帳 

         

蓮尾純子 

 

 

そろそろ６時、ようやくあたりが白々と明け

てきました。今朝はとても寒くてコタツばかり

かヒーターもつけました。季節の移り変わりの

めざましいこと。 

５月から日曜ごとに、１周約３キロのウォー

キングコースで、１時間ほどかけて鳥のカウン

ト（ロードサイドセンサス）をやっています。

すぐ近くの白鷺公園でお仲間とやるラジオ体操

が６時半。その前に済ませていたのに、10 月

以降は体操の後に。まだ暗くてスズメも起きて

こない！ 暑い時期は水門のところで 40 頭 以

上も集まっていたカメさん（ほとんどがミシシ

ッピアカミミガメ）、気温の低下とともに減っ

て見かけなくなりました。代わって冬の小鳥た

ちが出そろい、カモやカモメも増えています。

咲き次いだ花々もあらかた終わって、目下は木の

実が美しく色づく時期。紅葉、落葉も本番へ。 

日曜朝の周辺カウントと、月だいたい３回程

度のカワウカウント（12 月～６月の繁殖時期に

は加えて週２回の営巣状況調査）、それに毎月

の掲示「みつけてね」・配布物の「今月の野鳥

観察舎」作りが今の私のお仕事です。保護区管

理や野鳥病院等の現場作業からはほとんど足を

洗って、水曜が義務としての（ペイあり）出勤

日。月火木は基本はお休みで、助っ人が必要な

時に出るくらい。金土日は管理棟でのお留守番

（というより必死にデータ入力）。みんなが現

場に出払うと、さっと室内のお掃除を。 

パソコン仕事は無限にあって、やっている調

査の入力ととりまとめに加え、昨年からようや

く手をつけはじめた「毎日の鳥記録」、模造紙

に１カ月１枚分の記録が４１年分（490 枚）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

色々な人に手伝っていただいたのですが、これ 

は蓮尾純子がやるべき仕事、と思い定めました、

1980 年代のうち３年分がもうすぐ終わります。

1カ月分の入力におおむね10時間（もっとか？）。

少々悲しいのは、ここ２，３年の 1 カ月分入力

は、４，５時間で終わってしまうこと。30 年

前に比べて水鳥類が格段に少ないためです。そ

れでもタカ類や小鳥類、クイナなどの記録はむ

しろ増加。面白いことに、1980 年代はハシボ

ソガラスが毎日記録され、ハシブトガラスは時

たまだったのが、完全に逆転。面白いことはま

だまだいくらでもあるので、ともかく 41 年分

の入力、がんばる。1980 年代の３年分が終わ

ったら、1990 年代と 2000 年代を３年分ずつや

ってみようかな、と。 

 ６時半からマゴ４人が次々に学校へ。猫どもの

小競り合いもほぼ終わって、ひざ猫のあいちゃ

んとコタツでパソコンの静かなひと時。早いと

こ原稿を終わらせて、テレビの韓流時代劇とせ

んたくばさみのハクビシン作りに戻るぞーっ。 

 

 

 さて、ほとんど「すずがも通信」の歴史と同

じくらい長きにわたって、毎回何かしら書かせ

ていただきました。連載はこの号がさいごにな

ります。みなさま、長い長い間お付き合いいた

だいてありがとうございました。次号からは

すずがも通信の体裁も機能もリフレッシュ。 

それでもどうぞお見捨てなく、明るい未来に向

けての応援をよろしくお願いいたします。 



 ・１   

市川市・千葉県等、他団体主催行事含む。定例観察会は除く 

 

・9/3(土)昆虫観察会 講師：恩田幸正さん 参加 36 名 

     ロシアコクガン調査報告会 行徳公民館第 5研修室 参加 32 名 

・9/10(土)浦安鳥類カウントカウント 

・9/17(土)周辺緑地除草用ヤギ返却 

・9/25(日)職場体験実習打合せ：浦安市美浜中 

校外授業打合せ：行徳高校 

・10/1(土)三島池作業について：茨城大加納さん・東邦大中山さん・常勤 3名 

・10/4(火)江戸川放水路水面等利用者協議会 

・ 

 

合せ  

・9/25(日)NHK 千葉放送局：江戸前干潟研究学校取材(10/4 放映) 

 

団体 学校 用 

・9/16(金)真間小学校 3年生 94 名 

・9/16、21、23、26、27 日行徳高校 1年生(1 クラスずつ。計 169 名)(緑の国) 

・9/26(月)浦安介護予防アカデミア 26 名(緑の国) 

・10/14(金)南新浜小 2年まちたんけん 16 名 

 

別  

・9/22(木)谷津干潟自然観察センター「東京湾の自然展～行徳鳥獣保護区編～」 

     保護区紹介ポスター展示(～10/30) 

・9/24(土)行徳生物多様性フィールドミュージアム「植物の色々」参加 19 名 

     講師：柳澤かほるさん・植物班 

・9/25(日)江戸前干潟研究学校 参加 20 名 

・10/21(金)～23(土)東京湾大感謝祭(横浜赤レンガ倉庫) 

・10/30(日)江戸前干潟研究学校 

 

 

 

以下の方々から 会 付を頂戴いたしました。どうもありがとうございます。 

今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。（9月・10 月分） 

 

 

行徳野鳥観察舎友の会「すずがも通信」   ２２１－１８        



事 案内どなたでも参加できます。  

本欄と併せ、ブログ「行徳野鳥観察舎日誌」をご参照ください。http://suzugamo.seesaa.net/ 
 

☆巣箱をかけてみよう！ ３ １  

集合：野鳥観察舎前    観察舎付近から緑の国まで足をのばし、巣箱をかけてみます。 
対象：小学生以上の子供と保護者 定員 10 組。要申し込み。持物：動きやすい服装、軍手など（巣箱

などの材料はこちらで用意します）参加費：大人 200 円、中学生・高校生 100 円、小学生以下無料 
お問い合わせ：申し込みは行徳野鳥観察舎（０４７－３９７－９０４６）まで 

※ちば環境再生基金助成事業です 
 

  2 23 24  
  全国的な組織の大会が、今年は行徳を舞台に行われます！ 

  23 日午後(13 時～)と 24 日午前(9 時～)は、 にて標識調査

についてのシ ポ 、24 日午後は、保 区 京 岸 ア  

行 ま ★  

詳細は、行徳野鳥観察舎（０４７－３９７－９０４６）まで 

 

☆冬の公開講座 しめ飾りづくり 10 時～12 時 

毎年人気の行事です。定員は当日先着 75 名。会場は観察舎付近。  雨天中止ｆｒす。 

詳細は、行徳野鳥観察舎（０４７－３９７－９０４６）まで 

 

☆新春自然観察会    集合：午前 6時 40 分 行徳野鳥観察舎前 

新春のすがすがしい朝の鳥たちを観察します。遠くの富士山を背景にとタカが舞うことも。 

さあ、縁起の良い新年のスタートは行徳自然保護区から！！   

参加費用：200 円   お問い合わせは行徳野鳥観察舎（０４７－３９７－９０４６） 

☆水鳥カウント １月 15 日(日) 朝 8 時 保護区入り口(白鷺公園方面)集合。 

保護区や三番瀬の水鳥を数えます。鳥の種類が華やかな時期。何種類記録されるかな。 

詳細は行徳野鳥観察舎（０４７－３９７－９０４６）まで。ご気軽にどうぞ。 

☆三番瀬自然観察会（船橋）  １２月４日（日）  

集合：船橋海浜公園バス停 10 時 解散：14 時ごろ。交通：京成船橋駅南口（ＪＲ船橋駅南口より徒歩 2分）

より船橋海浜公園行きバス乗車、終点下車。またはＪＲ京葉線二俣新町駅より徒歩 25 分（バスもあり） 

持物：弁当、飲み物、帽子、雨具、長靴（または濡れてもいい靴）、観察用具など  参加費：200 円 

主催：千葉県野鳥の会 問合せ：田久保（ ）。 

三 番 瀬 の 海 で 冬 を 越 す い ろ い ろ な 水 鳥 た ち 。 カ モ 、 カ イ ツ ブ リ 類 、 そ し て 名 物 ミ ヤ コ ド リ も 期 待 。         

※１月以降の予定は主催者までお問い合わせください。 

 

☆ＣＣＣ （クリスマス）・コーモラント・カウント～ 

恒 ウ イ 今 ク

ひ 加 行 察 （ ３ ７ ９  



  どなたでもご自由に参加できます。 

観察舎前に広がる保護区の中には、以下の観察会などで入ることができます。多少汚れてもよい靴で。 
冬 冷 （保護区内にはトイレ、水飲み設備はありません。） 
 

会 、 ）＊事前に観察舎で名簿にご記入ください。 

集合：行徳野鳥観察舎前 13 時 30 分 解散：15 時 30 分ごろ。＊雨天中止 
問い合わせ：野鳥観察舎（047－397－9046） 協賛：行徳野鳥観察舎友の会 
冬枯れの葦原。小鳥たちを待つ色とりどりの木の実。カマキリの卵やモズのハヤニエも見つかるかも。 

会   １２月１１日（日）、１月８（日）、２月１２日（日） 

集合：地下鉄東西線 行徳駅前（改札を出て左前方の広場） 10 時 
2 コースに分かれます。「新浜保護区コース」は保護区の中をゆっくり回り、13 時 30 分ごろ解散。「放水路経由コース」は、

バスで江戸川放水路へ、その後保護区を巡り、15 時 30 分ごろ解散。解散場所はいずれも観察舎。 

主催：行徳野鳥観察舎友の会、日本野鳥の会東京支部、千葉県野鳥の会。 問合せ：観察舎（047－397－9046）
参加費：200 円（18 歳以下は無料） 持物：昼食、飲物、帽子、  

冬鳥たちがそろいます。カモ、カモメ、藪に潜む小鳥たち、そして、空をよぎる猛禽類！ お楽しみに。 

会  １２月２４日（土）、１月２８（土）、２月２５日（土） 

集合：行徳野鳥観察舎前 16 時 (２月からは 16 時 30 分となります)  解散：18 時 30 分ごろ。 
主催・問い合わせ：野鳥観察舎（047－397－9046）    ＊小雨決行 
夕空をバックにオナガやツグミが枝先に群れ、カモが飛んでいきます。クイナの声はきこえるでしょうか。 

会 １２月１日（木）、１月５日（木）、２月２日（木） 

集合：行徳野鳥観察舎前 10 時  解散：正午ごろ ＊雨天決行 
主催・問い合わせ：野鳥観察舎（047－397－9046）  
ベージュのススキに緑のマツやカシの木立。サクラやエノキは凛とした枝を冬空にひろげています。 
 

☆ 日 ボランティアデー ２４ ( ) (土)  

ろ での で  
観察舎スタッフと保護区の管理作業をしてみませんか？参加ご希望の方は、事前に行徳野鳥観察舎

（０４７－３９７－９０４６）までお問い合わせ下さい。天候によっては室内作業になることも。 
 

記 ☆編集担当は新年からフレッシュな若手にバトンタッチ。これまで本当にたくさんの方々

の力で支えていただき、ありがとうございました。厚く御礼を申し上げます。本誌を今後ともどうぞ 
よろしくお願いいたします。（Ｄ） 
 
ず も  １ 隔 行） １ 発  

発 所  認 定 特 定 非 営 利 活 動 法 人 行 徳 野 鳥 観 察 舎 友 の 会 

 m  t o m o n o k a i _ s u z u g a m o @ y b b . n e . j p 

 賛助３０００円以上、普通２０００円、電子１０００円、ジュニア(１８歳以下)５００円、法人・団体１００００円以上   

  

U    http://gyotokubird.wix.com/npofgbo 
集  清 水 大 悟 、 若 林 直 樹 、 西 方 明 雄 、 岩 崎 加 奈 子 （ 庶 務 ） 

      株 式 会 社  オ フ ィ ス テ ィ ー ス カ イ 

［ 千 葉 県 行 徳 野 鳥 観 察 舎 ( 休 館 中 )  〒 2 7 2 - 0 1 3 7 市 川 市 福 栄 4 - 2 2 - 1 1  ℡  0 4 7 - 3 9 7 - 9 0 4 6  ］ 




